
受
賞
活
動

メ
セ
ナ
大
買
部
門

◆
―

‐メ
セ
ナ
大
賞

千
島
Ｌ
地
（株
）

「北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・ビ
レ
ツ
ジ
構
想
」

～
創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

◆
―

‐酒
唄
里
づ
く
り
賞

朝
日
酒
造
（株
）

酒
蔵
を
核
と
す
る
自
然
保
護

・文
化
活
動

◆
―
―
演
劇
と
も
し
び
賞

大
阪
ガ
ス
（株
）

Ｏ
Ｍ
Ｓ
戯
曲
賞
に
よ
る
関
西
の
演
劇
文
化
支
援

◆
―
―
動
く
技
術
遺
産
賞

ト
ヨ
タ
テ
ク
ノ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

産
業
技
術
記
念
館

産
業
選
産
の
保
存
と
モ
ノ
づ
く
り
文
化
の
伝
承

◆
―
―
文
化
の
枕
木
賞

（公
財
）
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団

東
日
本
に
お
け
る
地
域
文
化
支
援

◆
―
―
解
体
新
生
賞

油
機
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
（株
）

古
民
家
の
修
復
保
存
と
活
用

文
化
庁
長
官
賞
部
門

◆
―
―
文
化
庁
長
官
賞

六
花
亭
製
菓
（株
）

５０
年
に
わ
た
る
月
刊
児
童
詩
誌

『サ
イ
ロ
』
の
発
行

●

特
集

ア

ワ

ド

２

０

１

１

７

つ

の

受

賞

活

動

が

決

定

優
れ
た
メ
セ
ナ
活
動
を
行
っ
た
企
業
や
団
体
を
表
彰
す
る
「メ
セ
ナ

ア
ワ
ー
ド
」
。
４
月
初
旬
か
ら
５
月
末
ま
で
自
薦
・他
薦
に
よ
り
案

件
を
募
集
し
、
９４
件
（８８
社
・団
体
）
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
選
考
会
に
て
、
メ
セ
ナ
大
賞
部
門
、
文
化
庁
長
官
賞
部
門

で
７
つ
の
受
賞
活
動
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
全
国
各
地
の
企
業
が
取
り
組
む
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
根

ざ
し
た
文
化
活
動
、
地
域
文
化
の
醸
成
に
貢
献
し
て
い
る
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
メ
セ
ナ
大
賞
部
門
受
賞
活
動
５
件
に
つ
い

て
は
、特
に
評
価
さ
れ
た
点
が
賞
の
名
称
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ

セ

ナ

M ECENAT AR

1

選
考
委
員

逢
坂
恵
理
子

横
浜
美
術
館
館
長

木
下
直
之

文
化
資
源
学
、
東
京
大
学
教
授

小
沼
純
一

音
楽
・文
芸
批
評
、音
楽
文
化
論

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

白
石
美
雪

音
楽
評
論
、音
楽
学

武
蔵
野
美
術
大
学
教
授

扇
田
昭
彦

演
劇
載

誦
家

中
谷

巌

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
理
事
長

不
識
塾
塾
長

鷲
田
清
一

哲
学
者

（以
上
五
十
音
順
・敬
称
略
）

福
地
茂
雄

企
業
メ
セ
ナ
協
議

理
事
長

ハ山ヽ
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●

メ
セ
ナ
大
賞

千
島
土
地

（株
）
　

―
上
大
阪
Ｅ

「北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ビ
レ
ツ
ジ
構
想
」

～
創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
～

大
阪

・
北
加
賀
屋
、
か

つ
て
造
船
業
で
栄
え
た
ま
ち
は
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
船
舶
の
大
型
化
な
ど
に
伴
い
造
船
所
が
次
々

と
移
転
。
大
阪
湾
河
回
の
木
津
川
沿
い
に
は
、
休
眠
し
た
工
場
跡

が
い
く
つ
も
並
ぶ
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
名
村
造
船
所
大
阪
工
場
跡
地
を
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
大
阪

（Ｃ
Ｃ
Ｏ
）」
と
し

て
蘇
ら
せ
た
の
が
、
千
島
土
地
で
あ
る
。
ま
も
な
く
株
式
会
社
設

立
１
０
０
年
を
迎
え
る
不
動

産
賃
貸
事
業
者
で
、
大
阪
を

中
心
に
約
３３
万
坪
も
の
土
地

を
所
有
す
る
。
北
加
賀
屋
エ

リ
ア
で
工
場
が
撤
退
し
、
住

人
も
減
少
す
る
中
、
名
村
造

船
所
か
ら
借
地
返
還
さ
れ
た

約
４
万
２
０
０
０
２ｍ
の
敷
地

に
残
さ
れ
た
ド
ッ
ク

（船
渠
）
や
工
場
建
物
を
ア
ー
ト
の
創
造
の

場
と
し
て
提
供
し
、
ま
ち
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
の
ね
ら
い
だ
。

２
０
０
４
年
の

「Ｚ
＞
〓
⊆
四
＞
＞
”
↓
マ
曰
”
↓
２
の
」
を
皮
切

り
に
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
い
、
広

大
な
空
間
だ
か
ら
こ
そ
制
作
可
能
な
作
品
も
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

さ
ら
に
０９
年
か
ら
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
周
辺
で
同
社
が
所
有
す
る
不
動

産
に
ア
ー
ト
関
係
者
を
誘
致
し
、
滞
在
制
作
や
発
表
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
う

「北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ビ
レ
ツ
ジ

構
想
」
を
打
ち
出
し
た
。
古
い
ア
パ
ー
ト
や
空
き
家
、
店
舗
だ
っ

た
建
物
を
、
借
主
で
あ
る
ア
ー
ト
関
係
者
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
レ
ジ
デ
ン
ス
等
に
使
用
。
長
屋
を
改
装
し
た
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
ク

・
ビ
レ
邸
」
等
、
現
在
約
”
軒

の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
が
点
在
し
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

産
業
が
衰
退
し
高
齢
化
が
進
む
ま
ち
を
ア
ー
ト
の
力
で
活
性
化

す
る
。
文
化
に
よ
る
地
域
創
造
の
好
事
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

回画■
●
広
大
な
造
船
所
跡
地

の
文
化
的
活
用
を
起
点
に
、
新
た
な
価

値
と
活
力
を
ま
ち
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
●
民
間
主
導

の
創
造

都
市

の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
行
政
や
地
域
住
民
と

の
連
携
も
進
め

て
い
る
。

ラバー・ダツクを浮かべた名村造船所跡地
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●

酒
唄
里
づ
く
り
賞

朝
日
酒
造

（株
）
―

上
新
潟
県
】

酒
蔵
を
核
と
す
る
自
然
保
護

・
文
化
活
動

創
業
天
保
元
年
、
１
８
０
余
年
に
わ
た
る
酒
造
り
を
続
け
て
き

た
朝
日
酒
造
は
、
か
つ
て
の
屋
号
を
冠
し
た

「久
保
田
」
が
代
表

銘
柄
の
一
つ
。
里
山
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
越
路
の
地
は
、
優
れ

た
杜
氏
や
蔵
人
を
輩
出
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

清
列
な
水
と
良
質
な
米
を
育
む
自
然
環
境
を
守
る
べ
く
、
同
社

で
は
地
域
ぐ
る
み
で

「ほ
た
る
の
里
づ
く
り
」
や

「も
み
じ
の
里

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。
２
０
０
１
年
に
は

（財
）
こ
し
じ
水
と

緑
の
会
を
設
立
し
て
新
潟
県
内
の
自
然
環
境
保
護
活
動
を
助
成
、

会
社
が
基
金
を
拠
出
す
る
だ

け
で
な
く
、
社
員
も
毎
月
、

会
の
議
　

清

酒

一
升

瓶

相

当

の

金

額

を

で
；
・，レ
『
　
寄
付
し
て
い
る
。

↑
た「
い　
　
０４
年
の
中
越
地
震
後
に
完

け
、　
成
し
た
本
社
屋
で
は
、
エ
ン

／里
、ン　
７●

」
像́
　
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
文
化
活

躍
な
村
陸
　
動

に
活
用
す

る
。
幅

９

ｍ
、

全
長
９０
ｍ
も
の
広
さ
を
い
か
し
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
美
術
展
示
等
に

提
供
し
て
お
り
、
県
下
で
活
動
す
る
音
楽
家
も
定
期
的
に
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、隣
接
す
る
創
立
者
の
元
邸
宅

「松
籟
閣
」

で
も
、
茶
会
や
寄
席
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
。
伝
統
的
な

日
本
家
屋
に
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
の
装
飾
を
取
り
入
れ
た
建
物
は
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
初
期
の
建
築
空
間
を
今

に
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
杜
氏
の
間
で
歌

い
継
が
れ
て
き
た

「
越
後
酒
屋

唄
」
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
、
同
社
の
社
氏
や
蔵
人
、
地
域
住
民
な
ど

１
０
０
名
ほ
ど
の
歌
い
手
が
集
い
、　
一
年
間
の
練
習
を
経
て
実
現

し
た
の
が

「酒
を
造
る
里
の
も
の
が
た
り
」
の
企
画
で
あ
る
。
０９

年
２
月
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
好

評
で
、
そ
の
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
歌
わ
れ
、
地
元
小
学
校
で
は

授
業
の
一
環
で

「酒
造
り
唄
」
が
披
露
さ
れ
た
。

か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
と
酒
造
り
の
伝
統
を
守
る
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
企
業
の
営
み
が
そ
の
地
の
文
化
を
醸
成
す
る
。

回画■
●
越
路

の
里
な
ら
で
は
の
自
然
と
文
化
を
次
代
に
伝
え
、
育
も

う
と
す
る
意
志
が
明
確
で
あ
る
。
●
酒
造
り

の
生
業
と
伝
統
に

基
づ
き
な
が
ら
、
社
員
が
住
民
と

一
体
と
な
り
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

哺当|
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●

演
劇
と
も
し
び
賞

大
阪
ガ
ス
（株
）
―

上
大
阪
塁

Ｏ
Ｍ
Ｓ
戯
曲
賞
に
よ
る
関
西
の
演
劇
支
援

Ｏ
Ｍ
Ｓ
戯
曲
賞
は
、
扇
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク
エ
ア

（Ｏ
Ｍ
Ｓ
）

の
１０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
１
９
９
４
年
に
創
設
さ
れ
た
。

大
阪
ガ
ス
の
遊
休
施
設
を
活
用
し
た
複
合
文
化
施
設
Ｏ
Ｍ
Ｓ
は
若
手

劇
団
の
活
動
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
２
０
０
３
年
、

建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
閉
館
す
る
。
ハ
ー
ド
は
な
く
な
っ
た
が
関
西

の
演
劇
シ
ー
ン
を
支
え
る
唯

一
の
戯
曲
賞
は
、
今
も
継
続
し
て
劇
作

家
の
発
掘
に
努
め
て
い
る
。

対
象
は
、
関
西
２
府
４
県
に
在
住
ま
た
は
関
西
を
主
な
活
動
の
場

と
す
る
劇
作
家
が
前
年
に
書

き
下
ろ
し
、
上
演
さ
れ
た
作
品

に
限

つ
て
お
り
、
毎
年
５０
～

６０
編
の
戯
曲
が
寄
せ
ら
れ
る

中
か
ら
大
賞
１
名
、
佳
作
１
名

を
選
出
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
受

賞
者
に
は
松
田
正
隆
や
鈴
江

俊
郎
、
内
藤
裕
敬
、
土
田
英
生

な
ど
、
Ｏ
Ｍ
Ｓ
戯
曲
賞
直
後
に
岸
田
國
士
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
り
、

全
国
に
活
躍
の
場
を
広
げ
る
劇
作
家
を
輩
出
し
て
い
る
。
例
年
１２

月
の
授
賞
式
に
は
演
劇
関
係
者
や
評
論
家
等
が
集
い
、
選
考
委
員

の
生
田
萬
、
佐
藤
信
、
渡
辺
え
り
等
が
議
論
を
交
わ
す
公
開
選
評

会
も
劇
作
家
を
志
す
者
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

受
賞
作
は
選
評
と
選
考
経
過
と
と
も
に
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
る

が
、
０９
年
か
ら
は
最
終
候
補
作
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
し
、
幅
広
い

周
知
に
努
め
る
。
ま
た
大
賞
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
「再
演
支
援
金
」

の
制
度
を
設
け
、
受
賞
後
２
年
以
内
に
再
演
す
る
場
合
に
は
５０
万

円
を
授
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
か
ら
は
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「イ

ス
ト
ワ
ー
ル
〓
∽一ｏ暉
①
」
を
ス
タ
ー
ト
、
最
終
選
考
に
残
っ
た
作
家

に
、
関
西
に
実
在
し
た
人
物
や
事
件
に
取
材
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
書

き
下
ろ
し
て
も
ら
い
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
う
と
の
ね

ら
い
で
あ
る
。

劇
作
家
を
育
み
な
が
ら
、
関
西
の
演
劇
文
化
を
支
え
発
信
す
る

戯
曲
賞
と
し
て
、
今
後
の
展
開
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

締一“躙動“聯嘲綬卿旬赫訳蝦』爆雌秒れ‰鶴＝刑滞れは養

飾
型

き
繊
Ｑ
咤
一凄
噴
者

の
活
動
が
発
展
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
工
夫

受賞作品がまとめられたOMS戯曲賞の冊子

ヽ

`
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●

動
く
技
術
遺
産
賞

ト
ョ
タ
テ
ク
ノ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

産
業
技
術
記
念
館

憂
知
塁

産
業
遺
産
の
保
存
と
モ
ノ
づ
く
り
文
化
の
伝
承

名
古
屋
に
あ
る
産
業
技
術
記
念
館
は
、
発
明
家

・
豊
田
佐
吉

の

「
研
究
と
創
造
の
精
神
」
を
次
代
に
伝
え
る
べ
く
、
ト
ョ

タ
自
動
車
の
創
業
者

・
喜

一
郎
の
生
誕
１
０
０
周
年
と
な
る

１
９
９
４
年
、
グ
ル
ー
プ
ー３
社
の
共
同
事
業
で
設
立
さ
れ
た
。

明
治
４４
年
か
ら
、
佐
吉
が
建
設
し
た
約
１
万
３
０
０
０
坪
に

お
よ
ぶ
試
験
工
場
跡
地
に
は
、
塵
突
や
鋸
屋
根
を
持
つ
赤
レ
ン

ガ
壁
が
残
さ
れ
、
展
示
機
械
と
あ
わ
せ
て
１３
点
が
近
代
化
産
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。

館
内
約
４
０
０
０
点
の
機
械
、

部
品
が
展
示
さ
れ
、
主
な
機

雛　
械
は
実
際
に
動
か
せ
る
動
態

動蛸
　
保
存
で
あ
る
こ
と
が
特
長
で

終　
あ
り
、
技
術
者
が
常
駐
し
て
、

な
　
保
守

・
保
全
作
業
に
力
を
入

さ

断
　
れ
て
い
る
。

無
　
繊
維
機
械
館
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
紡
織
の
基
本
か
ら
紡
績
機
、
織
機
ま
で
運
転
と
案
内

を
す
る
。
ま
た
自
動
車
館
は
、
材
料
試
験
室
、
試
作
工
場
な
ど

開
発

・
生
産
技
術
の
仕
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
の

「
か
ら
く
り
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
科
学
技
術
資
料
約
１
３
０
０
点
の
貴
重
な
ト
ヨ
タ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
企
画
展
も
年
３
回
開
催
さ
れ
る
。

教
育
普
及
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
「
週
末
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
技
術
会
や
地
元
大
学
の

協
力
の
も
と
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

「
モ
ノ
づ
く
り
」

に
興
味
を
持
ち
、
豊
か
な
創
造
性
を
育
む
き

っ
か
け
と
な
る
多

種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
の
愛
知
万
博
以
来
、
ア
ジ
ア
は
じ
め
各
国
の
視

察
も
増
え
、
入
館
者
累
計
は
３
０
０
万
人
を
超
え
た
。
父
子
二

代
の
研
究
と
創
造
に
か
け
る
夢
と
情
熱
が
人
々
の
生
活
を
豊
か

に
し
、
近
代
産
業
の
礎
と
な

っ
た
こ
と
を
知
る
場
と
し
て
、
「
モ

ノ
づ
く
り
」
文
化
に
携
わ
る
多
く
の
人
を
勇
気
づ
け
て
い
る
。

●
約
４
０
０
０
点
も
の
機
械
を
動
態
保
存
す
る
施
設
は
他
に
な
く
、

高
く
評
価
す
る
。
●

一
企
業
の
歩
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

の
近
代

産
業
史
を
知
る
う
え
で
希
少
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。
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●

文
化
の
枕
木
賞

（公
財
）
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団

―
―

【東
京
都
】

束
日
本
に
お
け
る
地
域
文
化
支
援

岩
手
県
遠
野
市
の
茅
葺
き
屋
根
や
新
潟
県
長
岡
市
摂
田
屋
の
町
並

み
、
そ
し
て
栃
木
県
鹿
沼
市
の
鹿
沼
人
ユ
呂
付
け
祭
り
―
こ
れ
ら
を
含

め
東
日
本
の
有
形
無
形
の
文
化
財
の
多
く
が
、
東
日
本
鉄
道
文
化
財

団
の

「地
方
文
化
事
業
支
援
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の

「地
方
文
化
事
業
支
援
」
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
各
地
の

貴
重
な
文
化
遺
産
や
伝
統
芸
能
、
歴
史
的
建
造
物
や
ま
ち
並
み
な

ど
の
保
全
と
継
承
、
地
域
の
発
展
を
目
的
に
１
９
９
３
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
各
支
社
が
選
出
し
た
候
補
の
中
か
ら

選
考
さ
れ
た
も
の
に
助
成
す
る
仕
組
み
で
、
１
事
業
に
つ
き
年
間

最
大

５
０
０
万
円

の
支
援
を

し

て

い

る
。
２
０
１
１
年
度

も
含
め
る
と
９１
件
の

事
業
に
対
し
総
額
約

８
億
６
千
万
円
の
資

金
支
援
を
行

っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
道
具
や
衣
装
、
建
築
な
ど

「有
形
」
に
限
っ

て
い
た
使
途
を
、
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
費
と
い
っ
た

「無
形
」

ま
で
広
げ
、
支
援
を
受
け
る
団
体
に
と
つ
て
よ
り
柔
軟
な
対
応
を
整

え
て
い
る
。

財
団
の
強
み
は
、
地
元
で
ア
ン
テ
ナ
の
役
割
を
果
た
す
多
く
の
駅

や
名
士
的
存
在
の
駅
長
さ
ん
た
ち
。
そ
こ
で
集
ま
っ
た
情
報
を
し
つ

か
り
吸
い
上
げ
、
助
成
に
い
か
す
。
財
団
担
当
者
は
支
援
先
に
は
必

ず
足
を
運
び
、
報
上
果
ム
で
は
地
元
の
人
た
ち
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て

意
見
を
交
わ
す
。
支
援
が
終
了
し
た
後
も
、
活
動
状
況
の
把
握
を
し
、

一
過
性
の
事
業
と
な
ら
な
い
よ
う
な
気
配
り
も
欠
か
さ
な
い
。

助
成
を
受
け
た
地
域
の
住
民
た
ち
の
間
で
は
あ
ま
り
に
身
近
な
た

め
、見
過
ご
し
て
き
た
地
元
文
化
の

〈価
値
〉
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
、

地
域
へ
の
愛
着
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
東
日
本
大

震
災
で
被
害
を
受
け
た
地
域
も
含
め
て
、
東
日
本
各
地
に
あ
る
唯

一
無
二
の
地
域
文
化
を
守
り
、
後
世

へ
と
つ
な
げ
る
活
動
が
今

後
も
続
い
て
い
く
。

●
鉄
道
事
業

の
強
み
を
活
か
し
、
東
日
本

の
多
彩
な
地
域
文
化

に
き
め
細
か
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
●
資
金
使
途

の
柔
軟
さ

や
継
続
的
な
支
援
な
ど
、
寛
容
な
運
営
で
幅
広

い
助
成
を
実
現

し
て
い
る
。

摂田屋の史跡保存と町並み整備事業

評価POint
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●

解
体
新
生
賞

油
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（株
）
―
―
　
【福
岡
県
】

古
民
家
の
修
復
保
存
と
活
用

建
物
の
解
体
に
か
か
わ
る
仕
事
を
主
と
す
る
油
機

エ
ン
ジ
エ

ア
リ
ン
グ
は
、
あ
る
古
民
家
の
解
体
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
、
却

っ
て
古
民
家
の
魅
力
を
い
か
し
た
活
動
を
始
め
る
。

福
岡
県
糸
島
市

（旧

。
前
原
市
）
に
あ
る

「綿
屋
」
と
い
う

屋
号
を
残
す
町
屋
は
、
江
戸
時
代
か
ら
唐
津
街
道
の
宿
場
町
で

あ
る
前
原
宿
を
支
え
て
き
た
旧
家

・
西
原
家
に
よ

っ
て
、
明
治

３４
年
に
建
て
ら
れ
た
。
歴
史
的
な
価
値
が
高
く
、
前
原
市
中
心

地
区
の
景
観
を
残
す
う
え
で
非
常
に
重
要
な
建
物
で
あ
る
と
判

断
し
た
油
機
エ
ン
ジ
エ
ア
リ

ン
グ
は
、

こ
の
建
物
を
壊

さ
ず
に

い
か
す
方
策
を
考

え
、
独
自
に
修
復

・
保
存
。

２
０
０
５
年
よ
り

「前
原
古

材
の
森
」
と
の
名
を
冠
し
て
、

地
域
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

に
至

っ
て
い
る
。

社
員
と
地
元
住
民
が
連
携
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン

サ
ー
ト
、
落
語
の
独
演
会
等
を
企
画
開
催
、
こ
の
建
物
で
し
か

味
わ
え
な
い
独
特
の
雰
囲
気
は
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
。
地
産

地
消
の
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
カ
フ
ェ
を
目
的
に
足
を
運
ぶ
人
も

多

い
。
さ
ら
に
は
建
物
周
辺
の
ま
ち
並
み
を
散
策
す
る
ツ
ア
ー

を
企
画
し
た
り
、
近
く
の
宿
場
町
と
と
も
に
「唐
津
街
道
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
く
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
が
高
ま

っ
て
い
っ
た
。

ツ
ア
ー
に
は
全
国
か
ら
参
加
者
が
集

い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
の

閑
散
と
し
た
商
店
街
に
も
人
の
声
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
資

源
と
し
て
の
価
値
を
見
出
し
た
住
民
の
中
に
は
、
自
ら
住
ま
う

古
民
家
を
同
じ
よ
う
に

「
い
か
す
」
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

大
き
な
民
家
は
個
人
で
の
維
持
が
困
難
な
こ
と
か
ら
放
置
さ

れ
、
あ
る
い
は
解
体
さ
れ
て
失
わ
れ
て
い
く
例
が
多
い
。
し
か

し
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
使
う
こ
と
で
、
次
世
代
に
引
き
継

が
れ
て
い
く
。
解
体
す
る
こ
と
が
本
業
の
企
業
に
よ
る
修
復
保

存
と
活
用
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
メ
セ
ナ
で
あ
る
。

回画■
●
古
民
家
を
修
復
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
活
用
に
至

っ
て
お

り
、
解
体
と
は
逆
の
発
想
が

ユ
ニ
ー
ク
。
●

一
つ
の
建
物
が
蘇
る

こ
と
で
住
民
の
意
識
が
変
わ
り
始
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
輸
が
広

が

っ
て
い
る
。

前原古材の森での「住まいの講座」

哺当
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●

文
化
庁
長
官
貴

六
花
亭
製
菓

（株
）
―
―
―
【北
海
道
】

５０
年
に
わ
た
る
月
刊
児
童
詩
誌

『サ
イ
ロ
』
の
発
行

十
勝
の
子
ど
も
た
ち
に
詩
を
つ
く
る
機
会
を
与
え
た
い
―
―
六

花
亭
製
菓
の
創
業
者
で
あ
る
小
田
豊
四
郎
氏
が
、
福
島
の
同
業
者

が
発
行
す
る
児
童
詩
誌
の

一
編
の
詩
に
心
を
動
か
さ
れ
た
の
が

「
サ
イ
ロ
」
誕
生
の
き

っ
か
け
で
あ
る
。
当
時
小
学
生
だ
っ
た
息

子
の
担
任
に
相
談
し
、
賛
同
す
る
教
師
た
ち
が
子
ど
も
の
詩
を
募

集
、
表
紙
の
絵
を
開
拓
農
民
で
画
家
の
坂
本
直
行
氏
に
依
頼
し
て

１
９
６
０
年
１
月
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
る
。
以
来
今
日
ま
で
途

切
れ
る
こ
と
な
く
毎
月
刊
行
し
、
関
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
０
年

末
に
は
６
１
１
号
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

応
募
対
象
は
十
勝
管
内

の
小
中
学
生
で
、
毎
月
２
０
０
～

３
０
０
編
の
詩
が
寄

せ
ら
れ
る
。
そ
の
す

べ
て
に
目
を
通
し
て

優
れ
た
作
品
を
選
び
、

編
集
作
業
を
行
う
の

は
、
地
元
小
中
学
校

の
教
師
で
構
成
さ
れ
る

「サ
イ
ロ
の
会
」
だ
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若

手
の
先
生
ま
で
、
世
代
交
代
し
な
が
ら
も

「十
勝
ら
し
さ
」
「子
ど

も
の
初
々
し
い
表
現
」
に
こ
だ
わ
っ
て
選
考
を
進
め
る
。
Ｂ
５
判

１２
ペ
ー
ジ
程
の
冊
子
に
載
る
詩
は
十
数
編
だ
が
、
５０
年
の
間
に
約

１
万
２
０
０
０
編
を
紹
介
、
投
稿
数
は
２５
万
編
以
上
に
お
よ
ぶ
。

毎
号
４
５
０
０
部
程
を
発
行
し
、
応
募
者
と
十
勝
管
内
の
小
中
学

校
、
図
書
館
、
希
望
者
に
無
料
配
布
。
す
で
に
十
勝
で
は

「あ
っ

て
あ
た
り
前
」
の
児
童
詩
誌
は
、
サ
イ
ロ
の
会
の
た
ゆ
ま
ぬ
営
み

と
、
創
業
者
の
思
い
を
継
承
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
田
豊
四
郎
記
念
基
金

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

六
花
亭
の
中
札
内
工
場
前
に
は

「十
勝
六
花
」
と
呼
ば
れ
る
可

憐
な
草
花
を
植
え
た

〈六
花
の
森
〉
が
拓
か
れ
、
生
涯

「サ
イ
ロ
」

の
表
紙
を
飾
り
続
け
た
坂
本
直
行
の
記
念
館
、
そ
し
て
サ
イ
ロ
５０

周
年
記
念
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
半
世
紀
を
経
て
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
詩
に
綴
ら
れ
た
十
勝
の

風
景
は
、
時
を
超
え
て
今
に
蘇
る
。

●
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
間
、
同
社
と
地
元
教
師
ら
と

の
連
携
で
継

続
し
て
き
た
実
績
は
圧
倒
的

で
あ
る
。
●
子
ど
も

の
詩
、
言
葉

の
表
現
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
十
勝

へ
の
思

い
が
育
ま
れ
て

い
る
。

創「150川 年を記念した 600号
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メセナ アワー ド2011贈呈式
2011年 11月 25日 [金 ]

スパイラルホール [東京・表参道]にて

◎――受賞企業には、表彰状と

トロフィーを贈呈します。

◎
―
受賞企業・団体の代表者、

選考委員が出席します。

メセナ大賞部門・ トロフイ…

アーティストに3年間ずつオリジナル

トロフィーを制作いただいています。

塔―
tower 2011

アルミニウムに着色
h513/353× w140× d161mm

佐藤好彦
1993年、東京芸術大学大学院美術研究科彫刻専攻修了。

現代人の生活に無意識に溶け込んでいる大量生産され

た製品を素材に、「伸ばす」「増殖する」などのアレンジ

によって、そこに潜む機能や形態のエネルギーを増幅

させた彫刻を制作。「キリン アートアワード2002」 に

て最優秀作品賞。05年「第6回 SICFス パイラル インディ

ベンデント クリエーターズ フェスティバル」にて準グ

ランプリ受賞。

制作コンセフトー ー芸術文化は人々の表現活動によつ
て成長する塔のようなもの。その塔からは遠い世界を

見渡すことができ、皆が共有する財産であり、象徴であ

り続けます。どれほど政治、経済が発展しても、この塔が

機能しなければ人々の暮らしは決して豊かとはいえな

いでしょう。

2011年 のテーマカラー
ー
V10LETは古くから高貴で

貴重な色として扱われ、また神秘的な色として芸術文

化支援のメセナにふさわしいことから、「想像力」「芸

術的」としヽつたイメージを表現しています。

※「メセナ大賞部門」のトロフィー制作にあたつては、

[株]ワコールアートセンターにこ協力をいただきました。

受賞企業プロフィール

◆
―
メセナ大賞

千島土地 (株)[2011年4月現在]
本社所在地 1大阪府大阪市

資本金 :4800万円 1設立年 :1912年

業種 :土地・建物・航空機の賃貸事業 1従業員数

URL:ヽ″、vい/chishirnatoChi COrn

21人

◆
―
酬 里づくり賞

朝日酒遣 (株)[2011年6月現在]
本社所在地 :新潟県長岡市

資本金 :1億8000万円 1設立年 11920年

業種 :清酒の製造販売 1従業員数 :180人

URLi www asahi‐ shuZo co lp/soClal/indeX html

◆― � と
もしび賞

大阪ガス(株)[2011年3月現在]
本社所在地 :大阪府大阪市
資本金 11321億6000万円 1設立年 :1897年

業種 :ガスの製造、供給および販売

従業員数 :1万9684人 (連絡)
URL:www osakagas cojげ index html
WWW OgbC COlp/OmS htm

◆
―
動く技縫 産賞

トヨタテクノミュージアム 産業技術記念館 [2011年 4月現在]

所在地 :愛知県名古屋市 1設立年 :1994年

業態 :博物館 1従業員数 :64人

URL:νv、vw tcmit org

◆
一 文
化の枕木賞

(公財)東日本鉄道文化財団 [2011年4月現在]

財団所在地 :東京都渋谷区

基本財産 :100億 円 1設立年 :1992年

業態 1財団 1従業員数 :60人

URLi wM～ V qrcf orip

◆
―
解体新生賞

油機エンジエアリング(株)[2011年4月現在]
本社所在地 :福岡県太宰府市

資本金 :3500万円 1創業年 11995年

業種 :建設機械のレンタル 販売修理 1従業員数 :25人

URL:www yukleng colp l www kozainomori net

◆
一
文化庁長官賞

六花亭製薬 (株)[2011年4月現在]
本社所在地 :北海道帯広市

資本金 :1億3150万円(六花亭グループ)
創業年 11933年

業種 :和洋菓子製造販売 美術館運営 1従業員数 11321人

URL:www rokkateicolp l www oda― kikin com

15114  メセナnote・ Vヽinter 2011 0 No 71


